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感情コントロールに課題のある生徒の発達段階をふまえた指導について

Sさんとのかかわりを通して一

特別支援教育専攻

板東加容子

1.問題と目的

自閉症スペクトラム障害仇SD)児は不安障

害を併発するリスクが高いこと守中谷ら， 2010)

から， r不安jとし、う感情と長く付き合っていく

ためのセルフコントロールカを日常的に身につ

ける必要があると考える。福冨包015)は， ASD 

児の「感情瑚卒j と「怒りや不安のセルフコン

トロールj として「運動・活動・カ功ミわり・イ

メージ・考えJの順に5つのプログラムを実践

した。怒りや不安の場面におし、て， 1面、必D児

が最も使用したのは， r考えjのテクニックであ

ったと報告しているO また金子包005)が，反抗

封勝出産害 (000)を併存した注意欠陥多動性

障害畑山)児の行動変容へむけて， fOOO 

を併存したADHD児の対応に苦慮し，児の問題

行動について検討した結果，自尊感障を高める

よう共感的にかかわっていくことで，人との信

頼関係、を開書築し，比較的短期間で行動に変容

が見られた。 Jとしている。

指導教員高原光恵

そこで本研究では，感i吾コントローノレに課題

のある生徒に対して行われた指導実践例を挙

げ，社会的自立を促すための発達の程度に応じ

た指導の鞘敷について，定't:封句及び定量拘分析

に基づき明らかにすることを目的とする。

2.m法
ω対象者 中学3年(研究依頼当時)

女子1名 Sさん

(2)研究協力者 小学5・6何割担任・

中学3年時担任・スクールカウンセラー・

特別支援学校高等部1年担任

(3)分析資料

ω、学5年を201X年，中学1年を201Y年，
高等部1年を201Z年とする。)

-指導言議書 (201X年.--....，201X+1年，

201Y年.--....，201Y+1年)

. sさんとのかかわりに関する聞き取り
:面接による言語言己録(201X年.--....，201X+1年，

これまでの教育実践において，油田を併せ ・検査報告書

201Y+2年， 201Z年)

(201X年.--....，201X+1年)

持つ発遺産害の子どもは，入とかかわることで (4)研究手続

周囲の様子に気づき，自己をコントロールして

いる様子がうカ治宝えた。 ADHD児は，活動的だ

が失敗組験の連続から自己評価が低くなりがち

であるため，調哉員が共通理解のもと肯崩句に

かかわることで，互いに安Jl;憾をもち，しりで

も相談できる関係を築いておくことが大切であ

ると筆者は思う。

• 201Y十2年 8月

学校長と現担任との打ち合わせ

・201Y十2年 9月

研究協力についての保護者の同意書

・201Z年 8月 高等部担任との打ち合わせ

(5)分析方法

小学校高学年を第I期，中学校を第H期とし，
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時系列に取組lこついてまとめる。実践における

指導・町董を(A)物離句支援 (B)心唾句支援

(C)人的支援に分類して紹介するものとする。

3結果と考察

(1)個々のエピソードにおける定性的結果

槻 IJ支援学級での学習・生活環境を整えるこ

とを第一に， sさんが問題行動を繰り返さない
よう指導上留意した点と sさんにとって一番

大きな影響力をもっ保護者の障害融事への配慮、

について振り返りながら検証する。

。j、学校期)交流学級と特別支援学級で過ごす
ときの気持ちのバランスを保つため r繍哉員聞

の支援体制Jr視覚支援Jr学習内容や量の調節J

等に取り組んた実態の改善はみられたが，思

春期を前にまだ気持ちの不安定さが残り，感情

のコントロールが難しい状況で、あった。

(中学校期)sさんとのかかわりを通して， r感

情調整Jr障害受容と薬物療法Jrパニックの原

因Jrパニック対応Jr生活証緑(日記)の効用J

「劣等感Jr言葉かけJr学習意欲の向上Jr意識

併閣の改善Jr進路選択Jr保護者との情報交

換Jr家庭訪問」の観点から，心珊句安定や学習

意欲の向上にむけた感情コントロールの指導に

ついてまとめる。

ω介入の分類における定量句結果
①校種別による指導・配慮の分類率

小学校での指導・配慮、の分類に比べ中学校

では心理的支援 (B)が多くなっている。心理

的支援は大変時間を要するものであるが，生徒

とのよい関係が定着すればその後のSさんや

保護者への指導・配慮が施しやすくなり，教育

効果も大きいと思われる。

②時系列による指導・配慮の分類・分布(中学校)

各学年とも年度当初は，新しい教室環境のも

とで過ごしゃすいよう物理的支援(A)に重点

を置いている。また 1年時の4・9月に 2年

時の4・6・10月に心理的支援 (B)が多くなっ

ているのは 1年時の入学直後や夏休み後 2

年時の進級時や進路相談・学校見学事寺にサポー

トが必要だったので、はなし、かと考えられる。

③学年別指導・国己慮の分類別累計(中学校)

各学年における指幕・自己慮を分類別にみると，

1年時に比べ2年時はどの指導・配慮、の分類も

減少している。耕哉員や保護者のSさんに対す

る生徒理解が進み， sさん自身の情緒が安定す
ることで，自己サポートできる自主性もみられ

るようになったためと思われる。

④中学校における指導・配慮、の分類(A)(B) 

(C)の関連性

感情コントロールの指導において，物理的・

心理的支援を伴う人的支援(AC)(BC)が (C)

のみの支援より多いのは，保護者支援を中心に

物理的環境の整備や心理面におけるサポートを

行っていたからであると考えられる。保護者支

援を通してSさんの実態を多面的に把握し，指

導・配慮に生かしていくことの重要性を感じる。

(3)中学校期における感情コントローノレ支援の

あり方について

生徒 ・保護者・担任の三者の関係にねじれが

生じないよう配慮し，教育相談を進めることで，

本人の感じ方や考え方の修正に早めに対処する

ことがパニックの回避にとって大切で、ある。

(4)今後にむけて

作業学習においてより落ち着きゃ丁寧さが望

まれるところである。これから高等部で行う現

場実習に向けてより情緒が安定するよう，引き

続き心理句・教育的サポートとともに，薬の継

細句服用を視野に入れることも必要である。社

会的自立をめざし感情のコントロールを図り

ながら聴撲的スキルを身につけてほしし、と思う。


